










　1945年（昭和20年）5月4日、日本軍は米軍に総攻撃を

かけますが苦戦し、翌日には攻撃を中止します。この時点

で司令部の置かれた首里の防衛は困難となっていました。

壕内では今後の作戦として、①首里決戦案、②知念半島撤

退案、③喜屋武半島撤退案の3つが議論されます。そして

5月22日、本土防衛のための時間稼ぎ（持久戦）を重視し

た司令部は、喜屋武半島撤退を決定しました。その理由

としては、交通網上もっとも撤退が容易であったことに加え、

第24師団の旧陣地があり軍需品が集積されていたこと、

自然洞窟（ガマ）が多数存在したことなどがあげられます  。

　あわせて定められた「新作戦計画」にもとづいて残された兵力を南部に再配置しましたが、もはや米軍と戦える

だけの戦力は残っていませんでした。こうして司令部は5月27日の夜、豪雨の中で撤退し、南風原村津嘉山を

経て、30日には最後の司令部壕となる摩文仁の壕へとたどり着きました。およそ4ヶ月かけて構築された

司令部壕はたった２ヶ月で放棄されることとなりました。

2.4 南部撤退の決定

▲1945年3月26日-8月末までのおおよそ5日ごとの沖縄県出身の戦没者数の推移／出典：平和の礎の刻銘者データより作成
　同時期に沖縄島および周辺島嶼で亡くなった沖縄県出身の戦没者のうち、戦没日時・戦没場所がわかる約8万5100人を対象として
　算出した。亡くなった時期や場所が不明となっている戦没者も一定数いるため実態を反映していない可能性もあるが、5月27日の
　南部撤退以降に南部での戦没者数が増加していることがわかる。

1945年３月26日〜8月末までの沖縄県出身戦没者数の推移

2
6/206/20

6/116/11

6/36/3

5/295/29

5/215/21 5/105/10

4/84/8

4/34/3

米軍上陸（4/1）米軍上陸（4/1）

4/14/1

4/24/2
4/44/4

4/34/3

4/54/5

・喜屋武岬・喜屋武岬

喜屋武半島喜屋武半島

第32軍司令部壕
（摩文仁）
第32軍司令部壕

（摩文仁）

第 32 軍司令部壕
（津嘉山）
第 32 軍司令部壕

（津嘉山）

第 32 軍司令部壕（首里）第 32 軍司令部壕（首里）
首里首里

那覇那覇

北谷北谷

読谷読谷

勝連半島勝連半島

小禄小禄

沖縄根拠地隊
（海軍司令部壕）
沖縄根拠地隊

（海軍司令部壕）

国吉・真栄里丘陵国吉・真栄里丘陵

与座岳与座岳 八重瀬岳八重瀬岳

コニカルヒル（運玉森）コニカルヒル（運玉森）
シュガーローフヒル
 （安里 52 高地）
シュガーローフヒル
 （安里 52 高地）

前田高地前田高地

嘉数高地嘉数高地

161.8 高地161.8 高地

知念半島知念半島

・知念岬・知念岬

N

３月26日 米軍が慶良間諸島上陸

4月1日 米軍が沖縄本島上陸

5月27日

第32軍司令部の南部撤退
6月23日

日本軍の組織的抵抗が終了

14,000

12,000

10,000

８,000

６,000

４,000

２,000

（人）0

（月）

南部

３ ４ ５ ６ ７ ８

北部

中部

那覇

周辺離島など
その他

8



2.5 司令部の南部撤退によりもたらされたもの

2 .沖縄戦と第32軍

　第３２軍は南部撤退の際に住民の非戦闘地域への避難を徹底しません

でした。これにより、南部では極端な軍民混在の状態が生まれ、米軍の無差

別的な掃討戦に巻き込まれ住民の犠牲者は一気に増えました。また、日本兵に

よる避難壕追い出しや食糧強奪、スパイ嫌疑による虐殺などもおこりました。

　一般住民の避難地区に軍主力が撤退するというこの決定こそが、軍人より

も一般住民の犠牲者が多いという沖縄戦の悲劇を生み出した最大の原因

でした。このように、第３２軍司令部壕は沖縄戦における戦闘を指揮しただ

けでなく、住民の犠牲を拡大させた南部撤退の決定がなされた重要な場所

となりました。

◀沖縄県出身者の南部戦没地
　出典：北上田源「平和の礎の戦没者情報から読み解く沖縄戦の実相（2）」（2026）

南部の字単位での戦没地の傾向を可視化した図。対象としているのは、南部で亡くなった沖
縄県出身の戦没者のうち、亡くなった場所が字単位で、亡くなった時期が時期が月単位でわ
かっている約46,700人。1945年（昭和20年）4～6月の単月と、7月以降の各字での戦没者数
を地図上に色分けして示している。濃いほどその字での戦没者が多いことを示す。
4～6月にかけて戦没者が多くなる字が南部の中でもより南の方に徐 に々移り替わっていく様
子がわかる。加えて、5月以降に南部での戦没者が大きく増加していることが示されている。

●糸満市域で6月に戦没者数が1000人を超えるのは新垣、国吉、真栄里、真栄平、真
壁、摩文仁、米須、喜屋武である。糸満市の中でも南部に集中しているのは間違いな
いが、それでも最南端に集中しているわけではないことは特徴的である。

●糸満市域以外で特徴的な字として、与那原町与那原、南風原町津嘉山、大里村大城
(現在の南城市大里大城、真境名、稲福など)が挙げられる。これらの字では、4月～6
月まで全時期を通じて一定数の人が亡くなっている。詳細はわからないが、交通の要
所となり多くの人がこれらの字を通過したのではないかと考えられる。

7月以降の戦没者が最も多くなるのは百名(玉城)と志
喜屋(知念)であり、これは収容所が設置されたため
であると考えられる。
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3.4 米軍作成の壕内図（インテリジェンス・モノグラフ）
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3.第32軍司令部壕

米軍による沖縄戦の報告書「インテリジェンス・モノグラフ」掲載の壕
内配置図。インテリジェンス・モノグラフとは、米第１０軍参謀第２部
（Ｇ－２）が作成した沖縄戦の調査報告書。パート１～５まであり、首
里城下の第３２軍司令部壕についてはパート２のセクションＤで取り
上げられている。作成日は一定ではなく、本報告は1945年（昭和20年）
８月に作成されたと思われる。米軍は沖縄進攻作戦において、日本兵
捕虜への尋問や戦場で入手した文書、航空機からの地上偵察及び空
中写真などから、日本軍の戦術、戦闘計画と命令、陣地や兵器などに
ついてまとめ、後の日本本土への攻撃にそなえていた。

◀
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